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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　総合型地域スポーツクラブ（JoySpo！ふ
かうら）が、冬の大自然を楽しむアクティ
ビティ「冬の十二湖まるごと遊び隊！」を
開催しました。
　ガイドの柳町さんの案内でスノーハイクに出発。雪に
包まれた十二湖の森を歩きながら、冬ならではの静けさ
と大自然の美しさをじっくり味わいました。
　後半は、アオーネ白神十二湖で、雪山でのソリ滑りな
ど、思いきり身体を動かすアクティビティを満喫。参加
した子どもたちからは「雪で遊べて楽しかった！」と笑
顔があふれていました。

まちか
ど

　深浦町合葬墓検討委員会から平沢町長に
「深浦町合葬墓に関する提言書」が提出され
ました。
　令和５年10月に実施した「深浦町合葬墓の整備に関す
るアンケート調査」において、町営の合葬墓整備に賛成の
意見が多かったことから、墓苑等に関し専門的な知識を有
する方など12人を委員とする深浦町合葬墓検討委員会を
設置し、町営の合葬墓のあり方や方向性について検討を重
ねてきました。
　提言書には、将来的には町営の合葬墓は必要になると思
われるものの、町の現状を考慮すると早急に合葬墓を整備
する必要性が低いと判断し、適切な時期に再度町営の合葬
墓整備について検討を行うよう提言するとなっています。

　

　 冬の十二湖まるごと遊び隊！
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提言書を平沢町長に手渡す七戸仁委員長（左）

冬の十二湖のスノーハイクの様子

紺綬褒章を受け取る西つがる風力発電株式会社の盛高健太郎代表取締役

　地域社会への貢献や善行活動を行った児童
生徒に贈られる青森県教育委員会の善行児童
生徒表彰を、深浦中学校２年の蝦名煌大さん
が受賞しました。
　蝦名さんは昨年８月、学校からの帰宅途中、路上に倒れ
ている男性を発見。声をかけた後、近所の大人に事情を説
明し、119番通報を依頼しました。
　蝦名さんは「助けられるのは自分しかいないと思い、声
をかけました。話しかけるときは緊張しました」と当時を
振り返りました。
　表彰状を手渡した草創教育長は「これからも困っている
人がいたら、助けてほしい」と蝦名さんに語りました。

善行児童生徒表彰を受けました　
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１年間の活動について報告する櫻井隊員

全校児童生徒表彰を受賞した蝦名さん

　西つがる風力発電株式会社が、公益のため
に私財を寄附した個人や企業に贈られる紺綬
褒章を受章し、平沢町長から同社代表取締役
の盛高健太郎氏へ褒章が伝達されました。
　西つがる風力発電株式会社は平成25年から深浦町内に
大型風車９基を設置しており、現在も運用しています。
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）として寄附を
いただいており、今後の地域振興のために活用される見込
みです。平沢町長は「毎年、深浦町にご寄附していただき、
ありがとうございます」と感謝の言葉を述べました。

西つがる風力発電が紺綬褒章受章　
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　深浦町農業委員会は、１月から２月上旬
にかけての大雪で被害を受けた農業用施設
の復旧支援に関する「意見書」を町に提出
しました。
　記録的な大雪により、水稲やトマトのパイプハウス等
の全倒壊や損壊が多発したことを受け、被災農家が早期
に再開ができるよう支援措置を求めることとして提出し
たものです。
　
　意見書の内容
１．大雪により損壊した農業用施設、パイプハウスの営
農再開に向けた支援について

　大雪による農業施設被害について意見書を提出しました
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　昨年２月から、深浦町初の事業者委託型
地域おこし協力隊として活動している櫻井
義晃隊員の活動報告会が、町民文化ホール
で開催されました。
　櫻井隊員は、つがる森林組合深浦支所に勤務し、森林
経営計画を策定するかたわら、深浦町の魅力を広めるた
めに自身が体験したことなどをSNSで発信しています。
　報告会では、桜井隊員のプロフィールや現在の活動状
況、活動での失敗談、深浦町に移住して感じたことなど
を、会場に集まった約20人の町民に報告しました。

　　 地域おこし協力隊活動報告会
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深浦町合葬墓検討委員会から町長に提言書が提出されました
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